
は
じ
め
に

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
現
在
の
退
職
給
付

会
計
が
導
入
さ
れ
早
七
年
が
経
つ
。
こ
の

会
計
基
準
は
退
職
給
付
債
務
と
年
金
資

産
を
時
価
で
評
価
し
、
そ
の
積
立
不
足
を

基
本
的
に
は
貸
借
対
照
表
に
引
当
計
上

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
株
価
低
迷
で

年
金
資
産
が
下
落
し
、
低
金
利
の
た
め
に

退
職
給
付
債
務
が
非
常
に
大
き
く
評
価
さ

れ
る
よ
う
な
局
面
で
の
導
入
で
あ
り
、
企
業

決
算
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
当
時

は
景
気
も
悪
い
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
各
企

業
は
こ
の
対
策
に
相
当
頭
を
悩
ま
せ
た
は

ず
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
制
度
面
で
は
二
〇

〇
一
年
一
〇
月
に
確
定
拠
出
年
金
制
度
が

導
入
さ
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
四
月
以
降
に

は
厚
生
年
金
基
金
の
代
行
返
上
が
可
能
に

な
る
と
と
も
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
も

導
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
企
業
で

取
り
組
み
が
進
ん
だ
。
ま
た
、
市
場
金
利

は
二
〇
〇
三
年
に
一
時
一
〇
年
国
債
応
募

者
利
回
り
が
一
％
を
割
り
込
ん
だ
が
、
二

〇
〇
六
年
以
降
は
概
ね
一
・
六
％
か
ら

一
・
九
％
で
推
移
し
て
い
る
。
株
式
市
場
も

二
〇
〇
三
年
四
月
に
日
経
平
均
が
七
、
六

〇
七
円
ま
で
落
ち
込
ん
だ
が
、
二
〇
〇
七
年

に
は
高
値
で
一
八
、
〇
〇
〇
円
台
ま
で
回
復

し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
日
本
で
は
退
職

給
付
の
問
題
に
一
服
感
が
漂
っ
て
い
る
が
、

海
外
で
は
よ
り
時
価
会
計
が
徹
底
さ
れ
て

い
く
動
き
が
あ
る
他
、
年
金
資
産
の
積
立

に
関
す
る
規
制
も
強
化
さ
れ
て
お
り
、
制

度
内
容
、
年
金
資
産
運
用
、
あ
る
い
は
退

職
給
付
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
見
直
す
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。

退
職
給
付
制
度
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
取
り

組
み
と
、
退
職
給
付
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
現
状
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
一
部
海
外
の
状

況
と
も
比
較
し
な
が
ら
ま
と
め
て
み
た
。

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ

﹇
調
査
方
法
﹈

無
作
為
に
抽
出
し
た
上
場
企
業
五
百
社
の
財
務
担
当
役
員
宛
に
調

査
票
を
送
付
。

調
査
期
間：

二
〇
〇
七
年
七
月
五
日
〜
二
〇
〇
七
年
七
月
二
三
日

調
査
票
回
収
数：

五
七
社
（
回
収
率
一
一
・
四
％
）

実
施：

日
本
C
F
O
協
会

退
職
金
・
年
金
制
度
の
抱
え
る

リ
ス
ク
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

特
集

図2●アメリカの状況� 図1●確定拠出制度、キャッシュバランス制度の実施状況�

確定給付制度を�
有する企業 61％�

確定給付制度を�
持たない企業 23%

新規加入を凍結 5%

在職者の給付を�
（一部）凍結 4%

完全に凍結 7%

確定給付のみ �
54％�

確定拠出のみ �
10%

確定拠出と�
確定給付の併用 �
36%

キャッシュバランス�
または擬似キャッシュ�
バランス 47％�

その他 �
53％�

キャッシュ�
バランス�
または擬似�
キャッシュ�
バランス �
30％�

その他 �
70％�
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年
金
債
務
の
問
題
が
話
題
と
な
っ
て
か
ら
、

代
行
返
上
・
確
定
拠
出
型
年
金
・
O
B
給
付
の
削
減
な
ど
の
取
り
組
み
も
進
み
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
本
格
的
議
論
が
聞
か
れ
な
い
。

団
塊
世
代
の
退
職
な
ど
大
き
な
課
題
を
前
に
、
ま
だ
ま
だ
脆
弱
な
日
本
企
業
の

年
金
制
度
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
取
り
上
げ
る（
編
集
部
）。

今
回
の
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ
で
は
、
年
金
制
度
お
よ
び
年
金
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、

上
場
企
業
の
C
F
O
に
現
状
と
今
後
の
動
向
を
調
査
し
た
。
回
答
企
業
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
、

製
造
業
が
六
七
％
と
大
半
を
占
め
、
年
商
は
五
、
〇
〇
〇
億
円
超
が
四
六
％
、

一
、
〇
〇
〇
億
円
超
が
三
五
％
、
一
、
〇
〇
〇
億
円
以
下
が
一
九
％
と
な
っ
た
。

マ
ー
サ
ー
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
ソ
ー
ス
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
プ
リ
ン
シ
パ
ル

日
本
C
F
O
協
会
主
任
研
究
委
員

石
川
一
彦



確
定
拠
出
制
度
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
の
実
施
状
況

確
定
拠
出
制
度
導
入
企
業
は
二
六
社

と
全
体
の
四
六
％
を
占
め
た（
図
1
）。
昨

年
、
全
国
の
有
力
企
業
の
二
〇
％
以
上
が

確
定
拠
出
制
度
を
導
入
し
て
い
る
と
の
調

査
結
果
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
比
べ
て
、
四

六
％
と
い
う
の
は
非
常
に
高
い
水
準
で
あ

る
。
確
定
拠
出
制
度
導
入
二
六
社
の
う
ち

二
〇
社
は
確
定
給
付
制
度
と
の
組
み
合
わ

せ
で
あ
る
が
、
六
社
は
確
定
拠
出
制
度
の
み

で
あ
っ
た
。
確
定
拠
出
制
度
の
み
の
企
業
が

一
〇
％
も
あ
っ
た
の
は
意
外
な
結
果
で
あ

る
。
確
定
拠
出
年
金
制
度
の
掛
金
は
年
額

五
五
二
、
〇
〇
〇
円
が
限
度
な
の
で
、
確
定

拠
出
制
度
だ
け
の
場
合
、
給
付
水
準
は
大

卒
社
員
の
定
年
退
職
モ
デ
ル
で
二
、
〇
〇
〇

万
円
ぐ
ら
い
が
限
界
と
な
る
。
従
前
の
制

度
か
ら
の
移
行
に
あ
た
っ
て
、
前
払
い
制
度

ま
た
は
税
制
非
適
格
の
確
定
拠
出
制
度
を

併
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
だ
と

す
る
と
、
従
業
員
が
受
け
る
税
制
メ
リ
ッ
ト

を
捨
て
て
ま
で
、
確
定
給
付
制
度
が
持
つ
財

務
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
る（
従
業
員
が
税
制
メ

リ
ッ
ト
を
喪
失
し
た
分
、
会
社
が
損
失
補

填
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
）。
今
回
回

答
し
た
企
業
は
、
平
均
的
な
企
業
で
は
な

く
、
退
職
給
付
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
比
較
的

意
識
の
高
い
企
業
と
言
え
そ
う
だ
。

確
定
拠
出
制
度
と
確
定
給
付
制
度
を

併
用
し
て
い
る
企
業
二
〇
社
の
う
ち
、
確
定

給
付
制
度
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
ま
た

は
擬
似
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
と
し
て
い

る
の
は
、
三
〇
％
に
相
当
す
る
六
社
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
確
定
給
付
制
度
の
み
の
企
業

三
〇
社
の
う
ち
一
四
社（
四
七
％
）が
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
ま
た
は
擬
似
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
と
し
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る

と
、
少
な
い
割
合
で
あ
る
。
確
定
拠
出
制
度

を
導
入
し
た
企
業
は
、
そ
れ
で
目
的
の
か
な

り
の
部
分
が
達
成
で
き
る
の
で
、
組
み
合
わ

せ
る
確
定
給
付
制
度
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は

重
視
し
な
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
確
定
拠
出
制
度
を
導
入

し
て
い
る
企
業
は
リ
ス
ク
回
避
性
向
が
あ
る

わ
け
な
の
で
、
組
み
合
わ
せ
る
確
定
給
付
制

度
も
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
は
ず

だ
と
の
推
論
も
成
り
立
ち
、
こ
れ
は
興
味

深
い
結
果
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
紹
介

す
る（
図
2
）。
こ
れ
は
マ
ー
サ
ー
が
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
二
〇
〇
企
業
を
対
象
に
二
〇
〇
六
年

に
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
確
定
拠
出
制

度
の
み
の
企
業
が
二
三
％
も
あ
る
の
が
分

か
る
。
残
り
の
七
七
％
は
、
確
定
給
付
制

度
の
み
か
、
確
定
給
付
制
度
と
確
定
拠
出

制
度
の
併
用
と
な
る
が
、
純
粋
な
確
定
給

付
制
度
は
六
一
％
で
、
一
六
％
は
新
入
社

員
を
加
入
さ
せ
ず
に
既
存
社
員
の
み
が
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
は
、
既

存
社
員
の
給
付
も
凍
結
さ
れ
て
い
る
。
詳
し

い
説
明
は
割
愛
す
る
が
、
会
計
基
準
の
変

更
、
積
立
基
準
の
変
更
な
ど
に
よ
っ
て
、
確

定
給
付
制
度
が
、
ま
す
ま
す
リ
ス
ク
が
高

く
コ
ス
ト
も
高
い
仕
組
み
と
な
っ
て
き
た
の

で
、
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
施
策
が
採
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
結
果
が
表
れ
て
い
る
。

確
定
拠
出
制
度
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度

を
導
入
し
た
理
由

確
定
拠
出
制
度
導
入
企
業
二
六
社
に

確
定
拠
出
制
度
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス

制
度
を
導
入
し
た
理
由
を
尋
ね
た
結
果
、

退
職
給
付
債
務
の
削
減
が
五
〇
％
と
最
大

で
あ
っ
た（
図
3
）。
次
い
で
退
職
給
付
債

務
・
費
用
の
変
動
性
抑
制
が
四
二
％
、
運

用
リ
ス
ク
の
排
除
が
二
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

退
職
給
付
債
務
・
費
用
の
変
動
性
抑
制
を

最
大（
ま
た
は
唯
一
）の
目
的
と
し
て
確
定

拠
出
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
も
相
当

数
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
に
す

れ
ば
か
な
り
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
も

の
の
、
十
分
で
は
な
い
と
判
断
し
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
理
由
と
し

て
、
賞
与
の
一
部
積
立
と
雇
用
流
動
化
へ

の
対
応
と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、
人
事
的
な

側
面
か
ら
も
確
定
拠
出
制
度
を
導
入
す
る

動
機
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

確
定
給
付
制
度
の
み
の
三
〇
社
の
う
ち
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
ま
た
は
擬
似
キ
ャ
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ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
を
導
入
し
た
企
業
一

四
社
の
導
入
理
由
で
あ
る
が
、
確
定
給
付
債

務
・
費
用
の
変
動
性
抑
制
が
五
〇
％
で
最
大

の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
退
職
給
付
債
務
の

削
減
が
二
一
％
あ
っ
た
が
、
変
動
性
を
抑
え

る
変
更
を
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
債
務
の
削

減
に
も
手
を
付
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
運
用
リ
ス
ク
の
排
除
を
挙
げ
た
企
業
も

二
一
％
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
何
か
誤
解
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン

ス
制
度
は
給
付
額
を
国
債
の
利
回
り
に
連

動
さ
せ
る
の
で
、
国
債
を
買
っ
て
お
け
ば
リ
ス

ク
が
な
い
」と
い
う
よ
う
な
話
を
耳
に
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
実
は
そ
う
い
う
も
の
で
は

な
い
。
一
般
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度

で
は
一
〇
年
国
債
を
指
標
と
し
て
毎
年
利

率
の
見
直
し
を
行
う
。
一
〇
年
国
債
を
指

標
と
し
て
一
〇
年
ご
と
に
利
率
を
見
直
す

の
で
あ
れ
ば
い
い
が
、
期
間
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
は

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
は
で
き
な
い
。
株
式
中
心
の
運

用
か
ら
国
債
中
心
の
運
用
に
切
り
替
え
れ

ば
リ
ス
ク
が
下
が
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

確
定
拠
出
制
度
へ
の
移
行
形
態
と

確
定
給
付
制
度
で
の
資
産
運
用

確
定
給
付
制
度
の
み
の
場
合
、
七
〇
％

の
企
業
が
退
職
一
時
金
制
度（
内
部
留
保
）

を
有
し
て
い
る
が
、
確
定
給
付
制
度
と
確
定

拠
出
制
度
を
併
用
し
て
い
る
場
合
、
退
職

一
時
金
制
度（
内
部
留
保
）を
実
施
し
て
い

る
割
合
は
四
五
％
に
減
少
す
る（
図
4
）。

こ
こ
か
ら
は
、
確
定
拠
出
制
度
が
主
に
退

職
一
時
金
制
度（
内
部
留
保
）か
ら
の
移
行

と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
確
定
拠
出
制
度
を
導
入
し
た
理

由
と
し
て
運
用
リ
ス
ク
の
排
除
を
挙
げ
た

企
業
も
適
格
退
職
年
金
、
厚
生
年
金
基

金
、
確
定
給
付
企
業
年
金
を
残
し
て
退
職

一
時
金
制
度（
内
部
留
保
）か
ら
移
行
し
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
確
定
給
付

制
度
の
資
産
構
成
比
を
み
る
と
、
確
定
給

付
制
度
の
み
の
場
合
に
比
べ
て
国
内
債
券

の
比
率
が
高
い（
そ
の
分
、
外
国
株
式
、
外

国
債
券
の
比
率
が
低
い
）の
が
分
か
る（
図
5
、

6
）。
運
用
リ
ス
ク
を
排
除
し
た
か
っ
た
の
だ

が
、
適
格
退
職
年
金
等
を
残
さ
ざ
る
を
え

な
い
理
由
が
生
じ
、
運
用
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は

排
除
で
き
な
い
ま
で
も
、
低
リ
ス
ク
の
運
用

と
す
る
こ
と
で
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

ア
セ
ッ
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
決
定
方
法
は
、
約

六
〇
％
の
企
業
で
年
金
A
L
M
ま
た
は
L
D

I
を
実
施
し
て
い
る（
図
7
、
8
）。
こ
の
割
合

は
、
制
度
面
の
対
策
が
進
ん
で
い
る
こ
と
と

比
べ
る
と
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
貸
借
対

照
表
上
に
計
上
す
る
金
額
は
、
退
職
給
付

債
務
と
年
金
資
産
の
差
額
が
基
準
と
な
る

の
で
、
貸
借
対
照
表
上
の
リ
ス
ク
を
削
減
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
も
ち
ろ
ん
、
退
職
給
付

特
集退職金・年金制度の抱えるリスクとガバナンス

図7●アセットミックスの決定方法�
　　 （確定給付のみ）�

図6●確定給付年金資産の資産構成�
　　 （確定給付と確定拠出の併用）�

図5●確定給付年金資産の資産構成�
　　 （確定給付のみ）�

その他 37％� 現行制度で�
年金ALMまたは�
LDIを実施 50%

現行は負債の特性を意識していないが、�
今後、年金ALMまたはLDIを実施予定 13%

図8●アセットミックスの決定方法�
　　 （確定給付と確定拠出の併用）�

その他 40％� 現行制度で�
年金ALMまたは�
LDIを実施 60%
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債
務
と
年
金
資
産
の
リ
ス
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
低

減
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
は
あ
る
が
、
退
職

給
付
債
務
と
年
金
資
産
の
変
動
性
の
相
関

を
高
め
る
こ
と
で
全
体
と
し
て
リ
ス
ク
を
低

減
さ
せ
る
考
え
方
は
と
て
も
有
効
に
な
る
。

退
職
給
付
制
度
の
組
み
合
わ
せ

五
六
社
中
一
六
社
が
確
定
拠
出
制
度
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
、
擬
似
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ラ
ン
ス
制
度
を
導
入
し
て
い
な
か
っ
た
。
一

六
社
の
検
討
状
況
は
、
確
定
拠
出
制
度
お

よ
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
導
入
予
定
が

一
社
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
の
み
導
入

予
定
企
業
が
一
社
、
擬
似
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ

ン
ス
の
み
導
入
予
定
企
業
が
一
社
と
な
っ
て

い
る
。
サ
ー
ベ
イ
参
加
企
業
は
退
職
給
付
の

問
題
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
す
で
に
予
定
し
て

い
る
三
社
を
加
え
た
状
況
が
、
将
来
の
日

本
の
平
均
的
な
姿
な
の
か
も
し
れ
な
い（
図

9
）。
七
七
％
が
何
ら
か
の
形
で
確
定
拠
出

制
度
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
ま
た
は
擬

似
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
を
導
入
す
る

が
、
そ
の
中
身
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
各
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
、
従
業
員
特
性
や
企
業
文
化
な
ど

に
応
じ
て
最
適
な
も
の
は
異
な
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

確
定
拠
出
制
度
の
運
営
状
況

確
定
拠
出
制
度
と
確
定
給
付
制
度
併

用
の
場
合
、
確
定
拠
出
制
度
の
占
め
る
割

合
は
約
半
数
が
二
〇
％
以
下
で
あ
る
（
図

10
、11
）。
通
常
は
、
掛
金
上
限
ま
で
活
用
す

れ
ば
二
〇
％
以
上
と
で
き
る
の
で
、
こ
の
結

果
は
少
し
意
外
で
あ
っ
た
。
掛
金
の
上
限
が

低
過
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

掛
金
上
限
い
っ
ぱ
い
ま
で
確
定
拠
出
制
度
を

導
入
し
て
な
い
こ
と
が
結
構
あ
る
よ
う
だ
。

も
っ
と
も
、
給
付
水
準
が
非
常
に
高
い
場
合

に
は
、
掛
金
上
限
ま
で
活
用
し
て
も
二
〇
％

以
下
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
現
行
社
員
と

新
入
社
員
の
導
入
割
合
で
大
き
な
差
異
は

み
ら
れ
な
い
の
で
、
確
定
拠
出
制
度
の
導
入

は
新
入
社
員
か
ら
で
は
な
く
、
現
行
社
員

も
含
め
て
行
わ
れ
て
お
り
、
現
行
社
員
の
過

去
分
も
移
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

確
定
拠
出
制
度
で
元
本
確
保
商
品
へ
の

投
資
割
合
は
、
確
定
拠
出
制
度
の
み
の
場

合
七
五
％
の
企
業
が
六
〇
％
〜
八
〇
％
で

あ
っ
た（
図
13
）。
確
定
給
付
制
度
を
併
用

し
て
い
る
場
合
四
四
％
の
企
業
が
四
〇
％

〜
六
〇
％
、
二
八
％
の
企
業
が
六
〇
％
〜

八
〇
％
で
あ
っ
た（
図
12
）。
確
定
給
付
制
度

併
用
の
場
合
の
方
が
比
較
的
リ
ス
ク
が
取

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
投
資
額
が
影
響
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

確
定
拠
出
制
度

の
み
の
場
合
、
確
定
給
付
制
度
併
用
の
場

合
よ
り
投
資
額
は
大
き
く
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
投
資
額
が
大
き
く
な
る
と
リ
ス
ク
を

抑
え
た
く
な
る
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
が
、

図12●確定拠出制度における�
　　　元本確保商品への投資割合�
　　   （確定給付と確定拠出併用）�

図9●各制度の組み合わせ（今後の予定も反映）�

図13●確定拠出制度における�
　　　元本確保商品への投資割合�
　　   （確定拠出のみ）�

図10●確定拠出制度の占める割合�
　　   （現行社員）�
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そ
れ
は
問
題
だ
。
こ
の
場
合
老
後
の
資
金
は

確
定
拠
出
制
度
だ
け
と
な
る
の
で
、
適
切

に
リ
ス
ク
を
取
っ
て
長
期
的
な
視
点
で
資
産

の
増
殖
を
図
ら
な
い
と
老
後
資
金
が
大
幅

に
不
足
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
え
る
。

ま
ず
は
、
各
企
業
の
責
任
で
投
資
教
育
を

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
う
し
、
そ
れ
で
も

投
資
行
動
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
個
々
人
の
判
断
で
資
産
運
用
す
る

仕
組
み
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

図
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
運
用
商
品
の

評
価
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
の
は

五
八
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
年

に
一
回
か
半
年
に
一
回
で
あ
る
。
四
二
％

の
企
業
は
予
定
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

運
用
商
品
の
評
価
は
企
業
の
責
任
で
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
。

確
定
拠
出
制
度
運
営
管
理
機
関
の
評

価
を
定
期
的
に
行
う
予
定
が
あ
る
と
し
て

い
る
の
は
三
二
％
と
少
数
で
あ
っ
た（
図
14
）。

確
定
拠
出
制
度
運
営
管
理
機
関
の
サ
ー
ビ

ス
内
容
は
年
々
進
歩
し
て
い
る
の
で
、
最
先

端
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
定

期
的
に
確
認
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
確
定
拠
出
運
営
管
理
機
関
を
変
更
す

る
の
は
大
変
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
変

更
し
な
い
ま
で
も
、
問
題
が
あ
れ
ば
改
善
要

求
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

確
定
拠
出
制
度
は
手
数
料
の
設
定
に
大
き

な
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
よ
う
だ（
図
15
）。
一
人

当
た
り
三
、〇
〇
〇
円
以
下
が
二
八
％
、三
、

〇
〇
〇
円
〜
四
、〇
〇
〇
円
が
二
九
％
、
四
、

〇
〇
〇
円
〜
五
、〇
〇
〇
円
が
一
九
％
、
五
、

〇
〇
〇
円
以
上
が
二
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

一
人
当
た
り
の
手
数
料
で
み
る
と
人
数
が

多
い
方
が
固
定
費
の
負
担
が
軽
く
な
る
と

い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
単
純
に
そ
う

い
う
こ
と
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
手

数
料
が
高
い
と
感
じ
た
ら
、
一
度
第
三
者

機
関
に
相
談
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

年
金
ガ
バ
ナ
ン
ス

年
金
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
年
金
委
員
会

（
ま
た
は
代
議
員
会
）が
あ
る
の
は
、
確
定

給
付
制
度
の
み
の
企
業
の
五
七
％
、
確
定

給
付
制
度
と
確
定
拠
出
制
度
を
併
用
し
て

い
る
企
業
の
七
五
％
で
あ
っ
た（
図
16
、
17
）。

厚
生
年
金
基
金
制
度
ま
た
は
確
定
給
付

企
業
年
金
制
度
を
有
し
て
い
る
割
合
が
、
そ

れ
ぞ
れ
七
〇
％
、
八
五
％
な
の
で
、
ほ
と
ん

ど
が
代
議
員
会
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
年
金
委
員
会

（
ま
た
は
代
議
員
会
）の
責
任
範
囲
と
し
て

制
度
内
容
の
決
定
を
挙
げ
た
の
は
、
確
定

給
付
制
度
の
み
の
場
合
五
九
％
、
確
定
給

付
制
度
と
確
定
拠
出
制
度
を
併
用
し
て
い

る
場
合
七
三
％
で
あ
っ
た（
図
18
）。
代
議
員

会
の
責
任
範
囲
は
年
金
制
度
だ
け
で
、
退

職
一
時
金
制
度（
内
部
留
保
）は
含
ま
れ
な

い
の
で
、
こ
の
結
果
は
そ
の
事
実
を
反
映
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。つ
ま
り
、

多
く
の
企
業
で
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
意
思

決
定
機
関
を
有
し
て
い
る
が
、
会
社
全
体
の

退
職
金
・
年
金
制
度
に
つ
い
て
責
任
を
持
つ

年
金
委
員
会
の
よ
う
な
も
の
を
有
し
て
い
る

企
業
は
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
年
金
資
産
運
用
方
針
の
決
定
は
、

確
定
給
付
制
度
の
み
の
場
合
九
四
％
、
確

定
給
付
制
度
と
確
定
拠
出
制
度
を
併
用

し
て
い
る
場
合
九
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
年

金
資
産
運
用
は
年
金
制
度
の
問
題
で
あ
る

の
で
、
代
議
員
会
で
決
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

子
会
社
に
つ
い
て
だ
が
、
制
度
内
容
を
把

握
し
て
い
る
企
業
は
五
六
社
中
四
六
社（
約

八
〇
％
）で
あ
っ
た
。
子
会
社
の
制
度
改
定

に
つ
い
て
、
本
社
か
ら
指
示
ま
た
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
出
す
の
が
四
五
％
、
子
会
社
か
ら

の
申
請
に
基
づ
い
て
本
社
で
承
認
す
る
の
が

特
集

退職金・年金制度の抱えるリスクとガバナンス
図14●確定拠出制度運営管理機関の評価�
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3,000円以下 28%

3,000円～4,000円 �
29%

4,000円～5,000円 �
19%

5,000円以上 24%

図16●年金委員会（または代議員会）の有無�
　　　（確定給付のみ）�

なし 43% あり 57%
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二
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
子
会
社
の
判
断
に

任
せ
て
い
る
の
は
二
五
％
で
あ
る（
図
19
）。

海
外
の
状
況
は
図
20
の
と
お
り
で
あ
る
。
二

〇
〇
六
年
に
は「
特
に
ポ
リ
シ
ー
は
な
い
」と

い
う
の
は
わ
ず
か
四
％
で
あ
り
、
子
会
社
任

せ
と
い
う
企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
特
に
最

近
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
強
化

さ
れ
て
い
る
。
日
本
も
予
想
以
上
に
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
だ
が
、
海

外
に
比
べ
る
と
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

経
営
の
責
任
は
連
結
ベ
ー
ス
で
負
っ
て
い
る
の

で
、
子
会
社
に
つ
い
て
も
リ
ス
ク
の
所
在
を

明
確
に
し
、
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
施
策
を

執
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

子
会
社
の
年
金
資
産
運
用
に
つ
い
て
は
、

子
会
社
の
判
断
に
任
せ
て
い
る
の
が
四
八
％

と
圧
倒
的
だ（
図
21
）。
本
社
か
ら
指
示
ま

た
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
の
が
二

七
％
、
子
会
社
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
本

社
で
承
認
す
る
の
が
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

子
会
社
任
せ
に
し
て
も
極
端
に
リ
ス
ク
を

取
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
常

に
状
況
は
把
握
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

会
計
計
算
で
使
用
す
る
基
礎
率
に
つ
い
て
、

本
社
か
ら
指
示
ま
た
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出

す
の
が
四
八
％
、
子
会
社
か
ら
の
申
請
に

基
づ
い
て
本
社
で
承
認
す
る
の
が
五
％
で
あ

っ
た
。
子
会
社
の
判
断
に
任
せ
て
い
る
の
は

三
二
％
で
あ
る（
図
22
）。
こ
の
部
分
は
考
え

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
退
職
給

付
債
務
は
基
礎
率
で
大
き
く
変
わ
る
。
そ

の
基
礎
率
を
子
会
社
任
せ
に
し
て
い
て
は
、

結
果
に
責
任
を
持
つ
と
言
え
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
子
会
社
が
掛
金
計
算
で
使
用
す

る
基
礎
率
に
つ
い
て
、
本
社
か
ら
指
示
ま
た

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
す
の
が
三
四
％
、
子

会
社
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
本
社
で
承
認

す
る
の
が
七
％
、
子
会
社
の
判
断
に
任
せ
て

い
る
の
が
四
五
％
で
あ
っ
た（
図
23
）。

ま
と
め

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
間
に
、
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
問
題
で
株
式
市
場
が
急
落
し
た
。
併

せ
て
円
高
で
外
貨
建
て
資
産
も
目
減
り
し

て
い
る
。
企
業
年
金
も
か
な
り
影
響
を
受
け

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
で
は
、

年
金
資
産
が
大
幅
に
減
少
し
て
も
、
す
ぐ
に

は
貸
借
対
照
表
に
影
響
は
な
い
が
、
米
国
で

は
、
昨
年
会
計
基
準
の
改
正
が
あ
り
、
積
立

不
足
を
全
額
引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
年
金
資
産
が
下
落
し
た
こ
と

に
よ
る
損
失
は
損
益
計
算
書
で
損
失
と
し

て
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
資
本
を
減
少
さ

せ
る
取
り
扱
い
と
な
る
。
国
際
会
計
基
準
も

既
に
同
様
の
基
準
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
会
計
基
準
も
二
〇
〇
九
年
に
国
際
会

計
基
準
と
統
合
す
る
予
定
と
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
は
単
な
る
海
外
の
出
来
事
で
は
な
い
。

今
回
の
サ
ー
ベ
イ
で
、
退
職
給
付
制
度
の

リ
ス
ク
を
低
減
す
る
施
策
が
あ
る
程
度
執

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
ま

だ
多
く
の
企
業
で
大
き
な
リ
ス
ク
を
取
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
一
度
、
バ
リ
ュ
ー
・
ア
ッ
ト
・
リ

ス
ク
な
ど
具
体
的
に
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
測

定
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
制

度
改
定
と
な
る
と
容
易
で
は
な
い
が
、
財
務

リ
ス
ク
の
低
減
が
企
業
の
利
益
だ
と
す
れ

ば
、
そ
の
利
益
を
従
業
員
と
ど
の
よ
う
に
分

か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
人
事
と
協
議

し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

年
金
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
体
制
も
あ
る
程
度
整

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
面

も
見
受
け
ら
れ
た
。
年
金
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
欧

米
の
企
業
か
ら
学
べ
る
こ
と
が
多
い
と
思

う
。
欧
米
の
企
業
を
研
究
し
、
世
界
で
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、
低

リ
ス
ク
で
効
率
的
な
退
職
給
付
制
度
を
持

ち
、
日
本
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
上
高
い
競
争
力

を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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